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令和元年第２回定例会　総括質疑・一般質問



１  議　員 一問一答方式

１ 　たるみず元気プロジェクトについて 市 長

副 市 長

（１） 　健康チェック参加申込み状況について 関 係 課 長

（２） 　本年度の参加申込み者の想定について

（３） 　健康チェックの昨年度との改善点について

２ 　国民体育大会の開催について 市 長

副 市 長

（１） 　これまでの取組について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　リハーサル大会について

（３） 　開催に係る経済効果等について

（４） 　国体終了後の取組について

３ 　新庁舎整備事業について 市 長

副 市 長

（１） 　基本設計案の公表について 関 係 課 長

（２） 　市民の理解を得ることについて

川越　信男
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２  議　員 一問一答方式

１ 　垂水市の活性化対策と観光振興について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　垂水フェリー乗り場を利用する誘客の在り方について

（３）

２ 　庁舎建設場所に対する不安点の解消に向けた取組状況について 市 長

副 市 長

（１） 　市民の理解を得るための取組について 関 係 課 長

（２） 　５月10日発生した震度４の地震について

（３） 　建設場所の安全性と建設規模の再確認について

（４） 　建設場所を変更した場合のリスクについて

（５） 　庁舎建設場所付近の排水対策について

３ 　通学路の安全対策について 市 長

副 市 長

（１） 　通学路の安全確保に向けた取組状況について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　「子ども110番の家」の活用状況について

（３）

　県予算にある魅力ある観光地づくり事業の中の「しお
かぜ街道事業」とは

　「道の駅たるみずはまびら」までの遊歩道の整備はで
きないのか

堀内　貴志

　道路の危険箇所の整備、特に横断歩道の表示や交差点
の停止線の再点検をする必要性について
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３  議　員 一問一答方式

１ 　市道の改良について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

ア 　今後の計画について

イ 　工事区間の関係者に工事概要の事前説明を

ウ 　工事は複数工区に分けて

２ 　治山対策について 市 長

副 市 長

（１） 　台風災害等による山崩れの対応は 関 係 課 長

（２） 　急傾斜地崩壊危険箇所に対する整備要望の対応は

３ 　錦江町の排水について 市 長

副 市 長

（１） 　現状をどのように認識しているか 関 係 課 長

（２） 　垂水９号線の測量設計業務委託について

４ 　固定資産家屋全棟調査について 市 長

副 市 長

（１） 　調査の必要性について 関 係 課 長

（２） 　調査内容について

　内ノ野線、元垂水原田線のこれまでの工事概要につい
て

梅木　勇
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（３） 　空き家調査の内容は
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４  議　員 一問一答方式

１ 　プレミアム商品券発行補助事業について 市 長

副 市 長

（１） 　どのような手順でいつ誰がどのように販売するのか 関 係 課 長

（２） 　対象人数はどのくらいなのか

２ 　垂水高校振興対策について 市 長

副 市 長

（１） 　垂水高等学校振興対策協議会の内訳は 教 育 長

関 係 課 長

ア

イ 　垂水高校存続のためにも必要なのでは

ウ 　今年の夏をどうするのか

３ 　垂水中央運動公園改修事業について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

４ 　元垂水原田線の市道について 市 長

副 市 長

（１） 　元垂水原田線の進捗状況は 関 係 課 長

（２） 　計画年表を作成し、振興会長と共有してもらいたい

新原　勇

　エアコン設置について平成31年第１回定例会で質
問があったが、その後どうなったのか

　児童広場の改修工事に中高年用の「健康遊具」の設
置。併せて、他公園にも中高年用の「健康遊具」の設置
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５ 　新庁舎建設について 市 長

副 市 長

（１） 　旧フェリー跡地の買い戻し金額と違約金額を示せ 関 係 課 長

（２） 　ボーリング調査の結果報告はいつになるのか

（３） 　根強い市民の不安や安心・安全は払拭できるのか

（４）

６ 　市職員のリーダー育成研修参加について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

　埼玉県蕨市（わらびし）のようにコンパクトな庁舎は
目指さないのか

　仕事のスキルは当然だが、職員自体のリーダー育成は
どのように考えているか。かごしま青年塾等を活用して
はどうか
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５  議　員 一問一答方式

１ 　市長の政治姿勢の在り方 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１） 　住民投票について

ア 　住民投票についての考え方は

（２）

ア

イ

２ 　林業の活性化を 市 長

　～森林を維持し、循環させよう（公益的機能や活性化） 副 市 長

関 係 課 長

（１） 　森林管理法の「問題点」の認識について

ア 　所有者の権利侵害にならないか

イ 　森林を荒廃させかねない問題はないか

ウ

持留　良一

　～大事なことは住民の参加（住民投票・市民アンケートの必要
性）で、主権者自ら意思を表明する機会の保障を

　新庁舎の位置問題と「法」が求めていることについて

　地方自治法第４条第１項及び第２項との関係と
「法」が求めていることをどのように理解し、対応
してきたか

　自治体の責務と負担は、専門職員の検討及び配置
は（国は地域林政アドバイザーを嘱託職員で配置と
の方針）

　前回の質問の回答は、「建設の財源の見通しも立
たない時期に制定するのは適当でない。」とのこと
であったが、説明会等では、「財源の見通し」は説
明している。もう、阻む「壁」はない。であれば、
早期に条例案を提出するのが、市長の市民への責務
である
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（２）

（３）

ア 　盗伐・違法伐採はあるか

イ

３ 　非正規職員の地位・待遇改善を 市 長

　～公共サービスの拡充と向上のため 副 市 長

教 育 長

関 係 課 長

（１）

（２）

（３）

（４） 　「空白期間」問題は、国も「再度の任用の際に、『空
白』の設定を求める根拠はない」と説明している。どの
ように対応していくのか。学校給食センターの調理員
（８月が一部空白になる）の処遇・身分は保障すべきだ
が、どのように対応していく考えか

　法改正の趣旨に基づき、非正規職員の育児・介護休業
制度の周知徹底（条例化）と臨時職員の育休や病休など
休暇等の制度化の検討を（「法」の実施前でも）

　森林の環境保全や水源機能など公益的な役割が発揮で
きるように持続可能な林業への考え方、政策はあるのか
（施政方針～豊かな自然の恵みを次世代へ受け継ぐま
ち）

　伐採及び伐採後の対応と植栽・再造林へ管理及び責任
の在り方について

　曽於市は、厳格な伐採届を作成。本市との違いと
今後の在り方、責任が問われていくと考えるが、ど
のように検討していくか

　地方公務員法及び自治法の一部改正に関する要求と臨時・非正
規職員の処遇改善について（附帯決議の履行と法改正の趣旨であ
る「適正な勤務条件の確保」に基づいて処遇改善を）

　臨時・非正規職員の実態調査は、当該職員が実際に
担っている職務を正確に把握できる調査になったか。臨
時・非正規職員の仕事の多くは、本来は正規が担う仕事
である。正規職員（任期付職員含）への活用・検討はど
のようにされたのか

　非正規職員の任用替えをきっかけとした雇止めや労働
条件の引き下げは行わないこと（不利益が生じないよう
適正な勤務条件の確保を）
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（５）

４ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１） 　危険箇所の把握と防災・減災の取組は

（２） 　田上地域の問題への対応

（３）

　フルタイム会計年度任用職員制度への移行により、新
たな財源の確保が必要と考えるが対応は

　災害に強い都市基盤の整備（総合計画～（７）防災、防犯、消
防力の充実）について
　目指す姿「災害に強い垂水市づくりと安心して日常生活を送る
ことができています」の課題と対応・対策について

　被災者生活再建支援へ向けての支援策の検討・充実を
　半壊・一部破損・床上浸水への独自支援策の検討を。
「被災者生活再建支援法」が適用された場合でも

　市長は「必要に応じて新たにつくるということも大事
であり、そこを踏まえて検討したい」と回答されていた
が、総合計画の「目指す姿」にどう近づけていくのか。
住民の安全を確保するためにも責任が問われているので
はないか。どのように調査・検討されたのか
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６  議　員 一 括 方 式

施政方針及び予算案について

１ 　６次産業化の推進と観光振興について 市 長

副 市 長

（１） 　農・畜・水産物の６次産業化について 関 係 課 長

（２） 　「道の駅たるみずはまびら」における加工場について

（３） 　インバウンドについて

２ 　改正子ども・子育て支援法について 市 長

副 市 長

（１） 　幼保無償化の影響について 関 係 課 長

３ 　森林環境譲与税について 市 長

副 市 長

（１） 　豊かな森林づくりについて 関 係 課 長

（２） 　多様な仕組みづくりについて

池山　節夫
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７  議　員 一問一答方式

１ 　選挙事務について 市 長

副 市 長

（１） 　選挙事務の合理化の可能性について 関 係 課 長

（２） 　期日前投票所の巡回による設置について

２ 　梅雨を前にした災害対策について 市 長

副 市 長

（１） 　境川の砂防工事の現状と警戒体制の強化について 関 係 課 長

（２）

（３）  高野地区の災害時の急患搬送手段の確保について

３ 　新庁舎建設について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

ア 　敷地面積10,000㎡の算定について

（２） 　基本計画における候補地選定評価の妥当性について

ア

イ

　高野地区への道路工事の現状と災害時の代替道路整備
について

　浸水想定地域への移転（市町村役場機能緊急保全
事業の本旨との関係）について

　鹿児島県の津波浸水想定の留意に関する本市の評
価について

　耐震診断・耐震補強及び長寿命化の可能性調査の有無
（公共施設等総合管理計画との関係）について

森　武一
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（３） 　地方自治法第４条第１項に関する議案提出について

（４） 　新庁舎建設に伴う住民サービスへの影響について

ア

イ

（５） 　新庁舎建設計画の規模について

ア

（６） 　計画の再検討について

　公共施設等総合管理計画を基にした後年度への影
響

　公共施設等総合管理計画に与える影響及び整合
性・目標達成への道のり

　人口が継続的に減る本市において、新庁舎建設が
将来の財政に与える影響について
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８  議　員 一問一答方式

１ 　子育て支援策について 市 長

副 市 長

（１） 　小児科について 関 係 課 長

ア

イ 　小児科相談アプリの開設について

（２） 　病児・病後保育児に対する支援策について

ア

イ 　今後の取組について

（３） 　児童クラブについて

ア 　市内の児童クラブの設置及び利用状況について

イ 　未設置地区への児童クラブ設置について

２ 　福祉の充実策について 市 長

副 市 長

（１） 　高齢者への温泉入浴券補助と敬老パス補助について 教 育 長

関 係 課 長

ア

イ 　課題は

　垂水中央病院や個人病院における小児科開設の可
能性について

　温泉入浴券と敬老パスの補助の検討状況について

　市外２医療機関の過去５年間の利用件数と開設に
向けた課題について

池田　みすず
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ウ 　早期実施に向けて

（２） 　発達障害児への支援について

ア 　発達障害児への支援の取組状況について

イ 　学校における対応について

ウ 　制度の充実について
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９  議　員 一問一答方式

１ 　市道・農道の整備について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

２ 　市営住宅の長寿命化について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

３ 　垂水市社会福祉協議会について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

　公共施設等総合管理計画では、１年当たり平均更新費
用を３億9,000万円と計画されているが、当初予算１億
6,060万円、今回の補正では、１億円しか計上されていな
い。市民要望に応えられる予算なのか

　当初予算1,000万円、今回の補正では、僅か400万円し
か計上されていない。市民要望に応えられる予算なのか

感王寺　耕造

　公共施設等総合管理計画では、計画的な点検や修繕等
により予防保全型維持管理を実施するとなっているが、
計画の具体的な内容と進捗状況は

　新城大浜団地は築23年になるが、新築後すぐ入居した
世帯については、畳表替えすら行っていない事例もあ
る。内装等調度品の更新時期についての取扱要綱はどう
なっているのか

　現在、400万円の補助金を出している。増額すべきと考
えるが見解は

　所得の少ない世帯に、垂水市社会福祉協議会更生資
金・県社会福祉協議会の生活福祉資金制度があるが、
ハードルが高く、なかなか借りられない状況である。市
が担保し、借入がしやすいような制度は、できないのか
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４ 　農業振興について（道の駅も含む） 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　新規就農についての意見交換会の場を

（３）

（４） 　法人化にあたっての支援体制の現状は

（５） 　法人化にあたっての就労補助金の創設等の考えは

５ 　通学費補助について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

　両道の駅の農産物の品揃えを拡大・充実する施策と集
荷体制の確立の考えは

　有機農業・高齢世帯少量多品目の生産農家と単作の専
業農家とに区分し、施策をすべきでは

　市在住高校生全てに通学費補助を拡大するのが、行政
の公平性であると考えるが、市長の考えは
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10  議　員 一問一答方式

１ 　施政方針と予算について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

２ 　消防広域合併について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

３ 　人間ドックについて 市 長

副 市 長

（１） 　国民健康保険での垂水中央病院での利用状況について 関 係 課 長

４ 　新庁舎問題について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

北方　貞明

　市道道路改良事業費（１億円）はどこなのか。垂水中
央運動公園改修事業費は、野球場は含まれていないのか

　休眠状態である合併は、本市の現状を考えると解散、
離脱、どちらの方法を選択されるのか

　市民との対話を実施中であるが、市民団体の反対運動
もあり、市民の理解は得られていないと思うが
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11  議　員 一問一答方式

１ 　防災対策について 市 長

副 市 長

（１） 　梅雨、台風等における防災対策は 関 係 課 長

（２） 　災害時の情報、伝達について

（３） 　防災倉庫・避難所の保存食等について

（４） 　桜島防災訓練について

２ 　農道、市道、河川の整備について 市 長

副 市 長

（１） 　事業の状況について 関 係 課 長

３ 　漁業振興について 市 長

副 市 長

（１） 　カンパチ・ブリの種苗の状況は 関 係 課 長

（２） 　今年度のもじゃこ漁について

（３） 　輸出販路拡大支援事業について

４ 　観光振興について 市 長

副 市 長

（１） 　教育旅行支援事業について 関 係 課 長

川畑　三郎
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５ 　教育行政について 市 長

副 市 長

（１） 　鹿児島国体への準備は 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　青少年海外派遣事業について

６ 　新庁舎建設について 市 長

副 市 長

（１） 　新庁舎建設基本計画の内容について 関 係 課 長

19


